
白 体験（Eゾーン）

　「すべての人にとってできる限り
利用可能であるように製品･建物･
環境をデザインすることであり､デ
ザイン変更や特別仕様のデザイン
が必要なものであってはならない」
と定義されています。

　
　平成 17 年度の施設完成から、
のべ 310 団体・5776 名の方が体
験されています。（R3.3 時点）

■ユニバーサルデザインとは…

　事務所構内に歩行者の安全と歩きやすさなどを重視・優先したユニバーサルデザインの各種交通付帯施設
を再現し、誰でも白 体験や車いす体験等が行えるようにしています。



　土木構造物実習施設体験として、平成 18 年度の施設完成から、のべ 166 団体・2727 名の方が体験されていま
す。（R3.3 時点）

　公共工事の品質確保に取り組むために、各種土木構造物の施工不良や設計ミスなどを再現したモデルと正常な
モデルを実物大モデルとして設置しました。一般の方にも「見て・触れて」構造物の仕組みや構造を理解して
いただけます。



　研修施設では、四国地方整備局職員や地方自治体などの職員を対象とした研修の他、他府省庁への施設の
貸し出しを行っています。

　実河川での研修に好材料となる変状は、施設の維持管理上、早急に修繕され、実際に目にする機会が少な
いため、河川堤防や護岸に発生する変状を再現した点検実習施設を整備し、堤防点検・調査等の維持管理に
精通した職員の点検技術の効果的・効率的な向上を図ります。

河川堤防点検実習施設

研修施設

OA 教室 大型タッチディスプレイ BIM/CIM※用高性能パソコン
※測量・調査、設計から、施工、維持管理・更新の各段階において３次元モデルを導入し、一連の建設生産・管理システムの効率化・高度化を図るもの

第１教室（定員 50 名） 第２教室（定員 20 名） 宿泊室（定員 23 名）



　南海トラフ巨大地震等への体制確保として、無人航空機に
関する法律、操作に必要な基礎知識、UAV実機による操縦訓
練を実施し、四国地方整備局の操縦者育成を図る。

　コンクリートに係わる全体的な基礎説明、 配合設計演習、
コンクリート体験 ( 配合設計･手練り･現場試験･強度試験等 )   
などの実習を実施し､土木技術者としての技術力向上を図る｡

　各種スキル（判り易い内容の説明・説明時の技術・アイス
ブレイク・振り返りの重要性）向上の為、プロジェクトＷＥＴ
を利用し体験・気づき・学び・行動につなげる環境教育を実
施し、土木技術者としての技術力向上を図る。

　アスファルト舗装に関する概論や設計・施工・管理に関
する基礎講習の受講に加えて、アスファルトプラント・舗装
研究所の見学、人力舗設実習により、土木技術者としての技
術力向上を図る。

無人航空機（ＵＡＶ）操作講習

　これまでに  「地質・土質」「コンクリート（基礎・応用）」「アスファルト」「測量」「CAD（2D・3D）」「工事工程プロセス」「水質」 
「水文」「無人航空機（UAV）操作講習」「環境教育」等各種の研修を定期的に実施しており、今後も研修生のアンケートや反省点
を踏まえ、研修コースの追加、研修内容の充実化を図っていきます。

　四国地方整備局若手職員の基礎技術力向上のため、四国技術事務所では、簡単に参加で
きる短期の基礎技術 研修を平成２６年度から実施しており、その研修カリキュラムについて
は、体験研修や現場訓練などを主とし基礎的な技術習得を重視したものとしています。

コンクリート基礎

 環境教育アスファルト

　業務の多様化、技術革新の進展などに対応すべく業務遂行能力の向上を目的に
四国地方整備局職員および地方自治体などの職員に対し研修を実施しています。

新規採用職員研修 初任監督員研修 土砂災害対応研修

まちづくり・景観研修 維持管理技術（河川・ダム）研修 道路構造物管理実務者研修（橋梁初級 ）

計画研修の開催

基礎技術研修


